
　素屋根の一部が解体され、玄関棟・第一屋・第二屋の檜皮葺・こけら葺屋根が姿を現しました。

葺きあがったばかリの輝くような屋根は、今しかお楽しみいただけないもの。これから少しずつ

落ち着いた風情に変わっていきます。
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　その後は外から見るとあまり変化がない状況ですが、内部では着々と耐震補強工事のための作業

が続けられています。耐震壁は床下から天井上まで続いているので天井や床も解体されていますが、

床部分には耐震壁につながる重石が設置されるため、さらに広範に解体しています。
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今はこんな様子だよ。
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